
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「屋久島和紙」研究会主催の、「如月の柳絮展」・13 展 開催中～ 

 村センター交流ホールにおいて、3 月 19 日（火）まで、「屋久島和紙」研究会主催の、「如月の柳絮展」・13

が開催されています。素晴らしい作品の数々を、是非ご鑑賞ください。 

内容  ～漉いた紙に「岳」をかく～屋久島の川をさかのぼる その 5～（漉いた紙に絵や書を書いて展示） 

主催 「屋久島和紙」研究会 漉場工房 

時間  9 時～17 時 （3月 11 日、18 日は休館日です。） 

※お詫びと訂正 

 「まるりん通信」2月号、展示会のタイトルに誤りがありました。 

  誤「如月の柳恕展」 → 正「如月の柳絮展」 です。訂正してお詫び申し上げます。 

平成 31 年度財団支援事業募集のお知らせ 

                         

 屋久島環境文化財団では、下記の事業の支援金を希望される団体・個人を募集します。各事業、応募多数の

場合は審査により決定します。（4／30 締切） 

 なお、本支援金は平成 31 年度予算の成立等が前提であり、支援事業の内容に変更があり得ることをあらか

じめご了承ください。    ※詳しくは HP をご覧ください  

◇地域づくり支援事業（イベント枠） 

屋久島の地域づくり活動を行うイベントで、事業にかかる財政的な支援を受けていないものに対して支援を

行います。支援金：5 万円を上限とします。 

 

◇地域づくり支援事業（地域活性化枠） 

NPO 法人や、青年団など、地域づくり活動等を行う団体で、事業にかかる財政的な支援を受けていないも

のに対して支援を行います。支援金：10 万円を上限とします。 

 

◇屋久島新特産品開発支援事業 

屋久島環境文化村構想に基づく環境文化村ブランドの確立を推進するため､島内で商品の開発等に関する研

究や活動を行う団体､グループ等に支援を行います。支援金： 10 万円を上限とします。 

 

◇屋久島環境ボランティア活動支援事業 

屋久島で自然環境保全を目的に活動する団体等に支援を行います。支援金： 5 万円を上限とします。 

 

◇屋久島生物多様性保全研究活動奨励事業（※この事業のみ４／１５締切） 

屋久島、口永良部島において、生物多様性保全を図るため、調査・研究を行っている学校・団体等に所属す

る個人が行う活動に要する経費に対し、助成を行います。  

☆お問合わせ 屋久島環境文化財団 

                                 事業課 ℡ ４２－２９１１

【休館日のお知らせ】  
村センター    3/18(月)、3/25(月)、4/1(月)、4/8(月)、4/15(月)、4/22(月) 

      （ゴールデンウィーク期間中は毎日開館します。） 
研修センター   4/1(月)、4/8(月)、4/22(月)           
         は休館日です。   
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インストラクター便り 

 背中に注目せよ！ 

インストラクター 本間 詩織 

 今、目の前にカエルがいるとしたら、そのカエルの種類を見分けるために、あなたはどこに注目しますか？

田んぼで大合唱するニホンアマガエルは、鮮やかな緑色が特徴的です。道の片隅に居座るニホンヒキガエルは、

大きな体とゴツゴツした外見が印象的です。しかし、中には外見が似ていて、よく見ないと区別がつかない種

もいます。 

 屋久島の山中に生息するニホンアカガエルとヤクシマタゴガエルが、それにあたります。どちらもアカガエ

ル科に属し、大変似ているため、見分けることが難しい種です。両種を見分ける特徴は２つあります。１つは、

のどの部分が白ければニホンアカガエル、黒ければヤクシマタゴガエルです。しかし、これはカエルを捕まえ

てひっくり返さなければ、確かめることができません。そこで、もう１つの見分けるポイントがあります。そ

れは、背中にある線（背
はい

側線
そくせん

）です。図のように、まっすぐであれ 

ばニホンアカガエル、目の後ろあたりで曲がっていればヤクシマタ 

ゴガエルと区別することができます。 

 カエルは警戒心が強く、震動や物音を感知するとすぐ逃げてしま 

う生き物です。静かに佇
たたず

むカエルに出会ったら、じっくり観察を 

してみることをお勧めます。いくつかの特徴がわかっていれば、今 

日からでもカエルを見分けることができることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

財団活動報告 

【まるりんカップ野球大会】2 月 23 日（土） 

 島内の中学校野球大会で、全国離島交流中学生野球大会屋久島代表選考大会として 

行いました。今回は岳南中が優勝しました。 

【大人の炭作り】2 月 16 日（土） 

 小雨の中の実施となり、難しい環境での炭作りとなりましたが、一から炭作りをする中で、自然との繋

がりを感じていただける活動となりました。 

【自然体験指導者のためのスキルアップセミナー】2 月 18～21 日（月～木） 

 企画・広報を中心に学んでいただき、NEAL インストラクターの資格を取得していただきました。 

【第 4 回屋久島子どもエコ隊】2 月 23～24 日（土～日） 

 今年度最終回となったエコ隊。冬の海から環境を考え、1年間の振り返り、エコ隊の活動を通してエコ

隊員の成長も見ることができました。参加していただいた皆様、ありがとうございました。 

平成 30 年度 中間里めぐり体験ツアー ～大地の恵み黒糖作り～ 

 サトウキビを圧搾機にかけ、大釜で煮詰めていきます。できあがった黒糖は、当日、お土産 

としてお持ち帰りできます。 

○日  時  3 月 24 日（日） 10：00～15：00（サトウキビ絞り、あく取り、仕上げ） 

○定  員  10 名 

○受  付  3 月 14 日（木）～3 月 21 日（木） 先着順。定員に達し次第、受付を終了します。 

○集合場所  中間公民館（現地集合・現地解散。送迎はありません。） 

○対  象  中学生以上 

○料  金  3,000 円 （昼食・できたて黒糖のお土産付き） 

       ※長靴と手袋をご持参のうえ、作業しやすい服装でご参加下さい。 


